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試料は、MOCVD 法でGaAs (111)基板上にGaAs バッファ層を成長させ、その上に窒素デルタ









































































































































































（２）誘電体体積型導波路における光通信帯波長1.55 m表面プラズモンの導波（宮崎, 組澤, 久保） 
小型･高速情報処理素子としてのプラズモニックデバイスは、既存のフォトニックデバイスを補
完することが期待されているため、光通信帯波長（=1.55 m）で動作する必要がある。我々の研究
室では、今までに波長 1.55 m のフェムト秒パルスレーザーを用いた時間分解顕微鏡法を構築し、




ンポラリトン導波路（Dielectric Loaded SPP Waveguide; DLSPPW）の作製、ならびに同導波路におけ
るプラズモン導波の顕微観察を行った。Zayatsらの報告によれば、金属膜上に高さ、幅とも 600 nm











 光励起により反転分布した利得媒質を金属表面に近接させ SP モードの空間分布と整合させるこ
とで、励起子から SP への誘導放出による SP のコヒーレントな増幅（Surface Plasmon Amplification 
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